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【ネットワーク促進部】 

<受託事業に関する取り組み> 

★採択を受けた「令和 5年度内閣府沖縄型産業中核人材育成事業・事業者の DXを見据えた、
デジタル化推進人材育成+講師育成プログラム」は、8月 4日から人材育成コースもスタート
しました。生憎台風直撃の関係からオンラインでの開催となりましたが、33名中 29名にご
参加頂きました。その後 8月 25日の研修では「デジタル研修のプログラム」として全受講者
にノーコードでのシステム作りを体験していただきました。（山川担当） 

 

<他企業・団体と連携した専門家派遣事業> 

★経済産業省等が定めた「技術情報管理認証制度（TICS）」の認証取得を希望する中小企業
へ、令和 5年度も国の専門家派遣事業で専門家 ITCを派遣しています。一方、自動車メーカ
ー各社では全ての取引先企業に「自工会・部工会サイバーセキュリティガイドライン」に基づ
いたセキュリティチェックシートを配布し、自動車工業会(部品工業会)でその集計結果を公表
しています。 
https://www.jama.or.jp/operation/it/cyb_sec/cyb_sec_supply_chain.html#document 

 

このようにサプライチェーン全体のセキュリティレベルアップの要請はますます強さを増して
おり、ITCの主な支援先である中小企業においてもセキュリティ対策強化は避けて通れない状
況となっています。当協会は、認証機関の日本金型工業会および日本金属プレス工業協会と審
査業務等の委託契約を締結し、認証取得を希望する企業への指導助言及び審査を担い、自動車
関連産業を始め全国の中小企業のセキュリティ対策のレベルアップ支援を進めてまいります。 
(松下担当) 

★ITCAよりご案内していたデジタル庁「デジタル推進委員」は 3月末の締め切り後もたくさ
んの問い合わせをいただき、事業終了（令和 6年３月末）まで毎月募集（1日～20日）を受
け付けることになりました。8月は 9名の応募があり、承認されると累計 247名となりま
す。（山川、石井担当） 

 

 

 

協会レポート 

https://www.jama.or.jp/operation/it/cyb_sec/cyb_sec_supply_chain.html#document


 

2 
 

<自治体関連取り組み> 

★自治体ビジネスWGは 8月 28日に 2回目の自治体ビジネス基礎研修を開催し、19名(リ
アル 6、オンライン 13)の ITCにご参加いただきました。今後、基礎研修受講者、かつ OJT
希望者を対象に OJTにつき順次公募を行っていきます。（山川担当） 

★ITCAが長野県で 5年前から取り組んでいる IoT導入実践研修が今年も実施されます。これ
で長野県全域を網羅することになりました。実施時期が近づいてきており、第 1回（10月 30
日）及び 2回目（10月 31日）は、より実践的な IoT導入事例を研修で学び、3回目からは
地元の企業を視察し、具体的な提案書を作成しプレゼンする内容となっています。 (松田担
当) 

 

<ビジネスマッチング> 

★新潟県地方銀行である第四北越フィナンシャルグループが中心となって設立した地域商社で
ある”（株）ブリッジにいがた”では、同県事業である「DX推進意識改革支援業務」を 3年連
続で受託することとなりました。本事業は金融機関社員や商工団体の経営指導員等の支援者を
育成する目的であり、その実施にあたり同社から ITCAに対して好事例支援者の紹介依頼があ
りました。実施日程は「10月 17日（火）開催の支援者向けセミナー、11月 28日（火）開
催の組織向けセミナー」として、登壇支援者及びスケジュールの調整を進めております。(松
田担当) 

★東京都中央区人形町に所在する企業様より、WEBサイト再構築のプロジェクト進捗管理支
援依頼がありました。中小企業のWEBサイト構築又はシステム開発に対する支援実績だけで
なく、経営者に寄り添った業務改善実績も兼ねた ITCを広く募集し、9件の応募者を募ること
ができました。9月中旬迄に最終選考が行われる予定です。（松田担当） 

 

<中小企業共通 EDIに関する取り組み（鈴木、野田担当）> 

★中小企業共通 EDI標準の仕様を管理する標準部会を 8月 9日に開催しました。今年度第 1
回目の標準部会は、一般社団法人 XBRL Japanから新メンバーを迎え、今年度の活動方針の
説明と共通 EDI標準仕様のインボイス対応強化の検討を行いました。ベンダー企業が本仕様
を実装しやすくするための技術的検討が 9月一杯かかることになり、第４回の中小企業共通
EDI標準準拠製品・サービスの認証募集の開始を 10月からに変更しました。 

一般社団法人 XBRL Japan ： 
 https://www.xbrl.or.jp/ 

 

★ユーザ企業の中小企業共通 EDIの認知度が高まっています。ユーザ企業からの問合せに加
え、ユーザ企業から中小企業共通 EDIに対応したいという要望を受けた共通 EDI推進サポー
タやシステムベンダからの相談が増えています。ITCAでは、更なる認知度向上のため、ITC
やサポータによる共通 EDIの説明会やセミナー等の開催を積極的に支援しております。開催
を検討される方はお気軽にご相談ください。 

https://www.xbrl.or.jp/
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中小企業共通 EDIポータルサイト： 
 https://www.edi.itc.or.jp/ 

★つなぐ ITコンソーシアムの役員会を 8月 24日に開催しました。コンソーシアムの活動を
活発化し、「中小企業共通 EDI」の一層の普及のための「コンソーシアム法人化」議論が始ま
りました。また、今年度も「Webカンファレンス」を開催します。テーマは「（仮）どうす
る？中小企業の『インボイス制度と電子帳簿等保存方式』の対応！」です。中小企業にとって
この二大法制度改正を乗り越え、如何に DX推進を図るべきかをテーマに討議・提案します。 

つなぐ ITコンソーシアム： 
 https://tsunagu-cons.jp/ 

 

 

 

【研修制度デザイン部】 

★ケース研修は第 1期受講申込は終了し、申込者数は 454名と前年同時期を下回る結果とな
りました。状況分析を行い、第 2期につなげていきます。 

第 2期の募集は 9月 14日から開始となります。現時点で 28機関より 85コースの申請を頂
いており、募集開始に向けて準備を進めております。 

第 2期も多くのコースが開催され、多くの方に受講いただけるよう取り組んでまいります。 

 

★ITC試験関連では、2023年度第 1期試験（第 50回）の実施中です。申込期間は 9月 7日
まで、受験期間は 9月 11日までを予定しています。CBTS社と柔軟な対応をしておりますの
で受験に支障がある時にはご相談ください。また、今年度より年 2回の試験実施となりました
が、申込者数も順調に推移しております。 

 

★フォローアップ研修では、ITC中部と連携し、新規講座『d23.DX経営を実現するための中
小企業支援講座』をご用意いたしました。 

2日間のリアル（会場）研修で、演習も交えながらじっくりと現状分析、課題抽出、並びに変
革構想書策定を実践していただきます。ITCビジネスの実践力向上を目指している方に最適な
講座ですので、ぜひご検討ください。 

※本講座１回(２日間)のご受講でフォローアップ集合研修 2講座を完了したことになります。 

 

★ITCA研修では、8月「小規模事業者・中小企業にこそ活用してほしいツール」をテーマに
ITCAセミナーを開催いたしました。アンケートでも満足度が高く、具体的なツールの導入事
例や長所、短所などを聞ける貴重な機会だった、とのご意見もありました。今後も、ITCビジ
ネスの実践に沿った内容のセミナーを企画していきます。 

https://www.edi.itc.or.jp/
https://tsunagu-cons.jp/
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【コミュニティデザイン部】 

★ITCA表彰において、今回新設した「実績表彰部門」の募集を 8月末に締め切り、4部門計
11件の応募が寄せられました。 

それぞれの応募事例は、ITCの皆さまからの投票により、優秀賞を表彰いたします。 

応募事例の動画公開、および投票受付中ですので、皆様奮っての投票をよろしくお願いいたし
ます。 

表彰式は 2023年 11月 17日（金）～18日（土）の ITCカンファレンスにおいて実施いた
します。 

ITCカンファレンスの詳細はこちらから 
→ https://www.itcc.itc.or.jp/ 

 

ITCA表彰「実績表彰部門」の視聴および投票はこちらから 
→ https://www.itc.or.jp/itc_conf/itcaaward2023.html 

 

★機関誌「架け橋」34号（2023年度上期号）を発行しました。今号は第一特集として「自
治体 DX推進を支援する ITコーディネータ」と題して、地域のデジタル化整備を進める自治
体の支援を行っている ITCの事例、また自治体支援を志す ITCのための「自治体ビジネス基
礎研修」を紹介しています。第二特集として「令和 4年度地域 DX促進活動支援事業の実施」
を取り上げ、地域の産学官金が連携して同地域企業の DX実現をサポートする取り組みのなか
で、主体的に活動する ITC届出組織の事例を掲載しています。いずれも全国各地域の DX推進
において、期待され活躍する ITCの事例をお届けしていますので、ぜひお読みいただき、皆
様および支援先の参考としていただければ幸いです。 

「架け橋」34号の概要はこちらから 
→ https://www.itc.or.jp/society/activity/journals/ 
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